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河川流域等外来魚抑制管理技術開発事業（平成27年度／国庫委託）

ーコクチパス当歳魚の駆除方法の検討ー

酒井忠幸・綱川孝俊

．小堀功男

目的

コクチパスの生息数を抑制するためには，駆除時期や対

象とする体サイズなどに合わせて方法を選択することが

有効と考えられる。そこで，当歳魚の効果的な駆除方法に

ついて検討した。

I 駆除方法の検討

材料および方法

平成27年7月22日に那阿川支流逆川において，投網と

電気ショッカーを用いて当歳魚の捕獲効率を比較した。投

網は目合い 2分のものを使用し，電気ショッカーは直流

300 Vの設定とした。

結果および考察

当歳魚は川岸の近くや淵尻など，比較的流れの緩く ，水

深の浅い場所で確認された（図 1）。捕獲効率を調べたと

ころ，電気シヨツカーに比べて投網で高かった（表 1）。

電気ショッカーは 25℃以上で効果が低下すると言われる

が，調査時点の水温は 27・Cで、あった。そのため、高水温

である夏季に当歳魚を駆除する方法としては投網が優れ

ていると考えられた。

図 l 当歳魚が確認された場所

（円の中が主な確認場所）

表 l 漁法ごとの捕獲結果

実施時間 捕獲効率
捕獲数

投網

電気シヨツ力一

（人.h) （尾／人／h)

0.5 64 

15 

128 

15 

II 投網による駆除効果の検討

材料および方法

調査は平成27年7月27日および8月4日に那珂川支流

逆川｜において実施した。調査員4名のうち、3名が舟から，

l名が岸から投網（目合い2分）で捕獲する作業を 2時間

行った。駆除後の生息数はProgramcaptur巴のremoval法の

うち M(b）除去モデルによって推定した。

結果および考察

計 229尾（1回目 189尾， 2回目 ：40尾）を捕獲し，

目合い 2分の投網による捕獲可能サイズのコクチパス生

息数は269尾（95%信頼区間：255290尾）と推定された。

このことから，投網による駆除を複数回実施することで当

歳魚の個体数を大幅に減少させることが可能と考えられ

た。体サイズは全長7cmの個体が最も多く， 12cm前後

でも比較的小さなピークが見られた（図2）。
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図2 捕獲魚の全長組成（投網）

（指導環境室）
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調査試験報告要旨

河川流域等外来魚抑制管理技術開発事業ーコク

チパス当歳魚の駆除方法の検討ー（p27)

夏季のコクチパス当歳魚の駆除方法を検討しま

した。捕獲効率は電気ショッカーに比べて投網（目

合い2分）で高く，投網がこの時期の駆除方法と

して優れていました。また，投網による駆除を 2

回実施したところ，推定生息数269尾中229尾を

駆除できました。このことから，夏季に投網によ

る駆除を複数回実施することで，当歳魚を大幅に

減少させることが可能と考えられました。

-2-

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

